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1. r場としての図書館J(the library as place)の研究背景
F.W.ランカスターの 「ペーパーレス社会」が到来しつつあるかのように、世界的規模で様々

な情報のデジタル化、ネットワーク化が1990年代後半から急速に進展し始め、図書館は、その

本質的機能と役割について厳しい見直しと検討が迫られた。特にアメリカ図書館界では Iacce-

ss vs. holdingsJ (アクセスか、所蔵か)という議論、もしくは図書館のトポロジーとしての

「インターネット」対「建物」という議論が盛んに行われるようになった。そうした状況の中

で、デジタルライブラリに対抗する理論武装の枠組みとして、 「場としての図書館J(the 

library as place)という考え方が注目されるようになったのであるO

やがて Iaccess vs. holdingsJの論争は収束していったが、 「場としての図書館」はアメリ

カ図書館界の大きなトピックでありつづけた。それは、アメリカで1990年代後半から、大学図

書館や公共図書館の増改築や新築などが相次いだからであるO 現実問題として、館内のデジタ

ルサービスを含めて、図書館という物理的な場への利用者の満足度を高めることが実際に求め

られたのであるO 図書館は、インターネット利用環境の整備・拡充、閲覧室や学習室の拡充・

改善、身体障害者への配慮など、物理的環境としての場の改善により大きな力を注ぐようにな

り、従来の薄暗く堅苦しいイメージの図書館の空間を、明るく使いやすく居心地のよいスペー

スに変えていった。さらに、人的サービスを積極的に提供したり、ラウンジやホーノレ、多目的

スペース、共同学習室、飲食コーナ一、コーヒーショップなどを新設したり、新しい情報環境

と利用者のニーズに合わせて、 「場としての図書館」を充実させる研究や努力が積極的になさ

れてきた。

現在は日本においても 「場としての図書館」についての重要性と意義が、様々な観点から論

じられ、その議論や研究が進められるようになってきているO 特に、大学図書館では、図書館

に来なくても文献検索と情報収集ができるようなデジタルライブラリの構築を目指す一方で、

「ラーニング・コモンズ」、 「インフォメーション・コモンズ」などと言われる安全で快適な学

習・教育の場、研究交流の場、情報アクセスの場を提供する試みが盛んに行われる状況が見ら

れているO

2. r場としての図書館J(the library as place)の研究意義および研究動向
アメリカ図書館情報学界の重鎮であるウェイン・ウィーガンドは、これまで図書館情報学が

「場としての図書館J(the li brary as place) という研究テーマを看過してきたのは大きな損
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失であったと指摘した 1)。これまで図書館情報学の中心的な研究課題は「情報」、「教育」、「学

習」であり、したがって、主に「図書館での生活の中での利用者J(the user in the life of 

the library)に焦点をあてた専門的で狭い考察が行われてきた。しかし、「場としての図書館」

を研究課題とするということは、「利用者の生活の中における図書館J(the library in the 

life of the user) という広い観点から研究を行うこととなり、それは社会やコミュニティに

おける図書館のより広い公共的な価値と役割とを啓蒙的に理解することにつながると述べた。

川崎 2)は、アメリカにおける場としての図書館研究・図書館史研究の動向を概括し、特にユ

ルゲン・ハーパーマス、ロパート・パットナム、レイ・オールデンバーグの研究が、これから

「図書館という場の歴史と現状を把握するのに際して、豊かな洞察を与えてくれる」と指摘し

ているO そして、「場としての図書館」についての研究は、利用者や「住民の生活の中で果た

してきた図書館の実態」、そして利用者や「住民の生活の中で果たすべき図書館のあり方を解

明する」上で豊かな成果を生むであろうと示唆しているO

さて、「場としての図書館」についての研究は、多様な視点、方法、解釈においてなされて

いるO それらを、多分に重なり補完しあうことは承知しつつも、おおまかに 2つの流れに分け

て捉えてみたL、。まず1つの流れは、ローケーションや建築デザイン、レイアウト、スペース、

備品、蔵書などに着目し、そこから図書館という物理的な場がもたらす機能や役割をとらえよ

うとする研究であるO 機能主義的、実証主義的な図書館建築論、図書館建築史などもこれに当

たるO 根本 3)は、 “place"を「場」ではなく、物理的な意味合いを持つ「場所」として訳す

べきだと主張し、ウィリアム・ノてーゾール41の言う「電子図書館」と「場所としての図書館」

という 2つの対立軸を紹介し、建物をともなった図書館研究の必要性を説いているO アメリカ

の図書館情報資源振興財団 (CLIR)は2005年に『場所としての図書館:役割を再考し、空間

を再考するJ5)というタイトルの報告書を発表し、学習スペースの再配置、多様な交流の場の

提供、思いがけない発見の機会の提供、安全性・快適性 ・静寂の提供などの図書館機能を論じ

ているO また、「場としての図書館」に関する14の論文を掲載した『場としての図書館:歴史、

コミュニティ、文化J6)が2006年にアメリカで出版され、アビゲイル・ヴァンスリックの19世

紀における図書館の物理的形態と読書との関係についての論考7l、力レン ・アンテル他による、

研究者の生活における物理的な場としての大学図書館の価値についての指摘 8)など、現場や現

物そして生の声に即した実証的な諸論文を読むことができる。

もう 1つの研究の流れは、物理的な場を基盤としてもつ図書館に対して、現在、地域社会や

利用者が求め必要としている政治・社会・文化的機能や役割に注目し、図書館の社会的な「場」

つまり図書館の公共スペースと地元コミュニティとの関係に焦点をあてて再検討しようするも

のであるO 最初の流れが、身体的な個人と物理的な場としての図書館との関係を主に扱うのに

対して、こちらは、その解釈や視点の枠組みを概念的にもっと広げて、個人を含むコミュニティ

と公共スペースを含む場としての図書館との関係を中心に扱おうとする。

機能・役割的概念としての「場」と「公共スペース」については非常に多種多様な研究者に

よる定義があるが、図書館情報学研究においてもっとも多く 言及されている概念は、ハーパー

マスの「公共圏J(public sphere)、オールデンバーグの「第三の場J(the third place)、パッ

ハ
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卜ナムの 「社会関係資本J(social capital)、そして「パブリック・フォーラムJ(public 

forum)であろう O 上述の『場と しての図書館 :歴史、コミュニティ、文化』には、スペース

と場に関する学術的ディスコースについての図書館学的見地からのレビュー 9)の他に、これら

の概念を扱った一連の実証的な研究論文が掲載凶)されているO

本論考においては、オールデンバーグの「第三の場」という概念とそれを研究の枠組みとし

ている主なアメリカ図書館情報学研究文献をレビューすることとしたい。また、「社会関係資

本」は、前の二者との関連において、また、「コミュニティ」構築の場、「出会いの場」という

観点において、「場としての図書館」の重要なテーマの基盤をなしているため、「第三の場」と

の関連において言及することとなるO

3. オールデンバーグの「第三の場」について

( 1 )都市研究

アメリカの社会学者レイ・オールデンバーグの提唱するω 「第三の場」は、アメリカの郊外

再開発都市を批判し、伝統的コミュニティ再興を説くジェイン・ジエイコブズ山やロパータ・

グラッツω、ビクター・グルーエンωを始めとするアメリカ都市研究の流れを汲むものであるO

特にジエイコブズは、アメリカの作家・ジャーナリス卜であり、長く忘れ去られていた「社会

関係資本」という言葉を戦後復活させた研究者の一人であるO 彼女は、住民同士のつながりの

ある伝統的コミュニティを内包する「近代大都市の近隣関係を賞賛する」 回ためにその言葉を

使ったのであるO

ジエイコブズは、現在、都市研究の古典となっているその著『アメリカ大都市の死と生J16) 

(1961)の中で、モータリゼーションに基づいた画一的な都市開発による郊外の人気のない新

興住宅地を痛烈に批判した。それに対して、大都市の中のスラム街と言われるような人口密度

が高い下層階級の住む地域でありながら、安全性と秩序と活気とを保っている地域(たとえば

1959年のボストンのノースエンド地区)を称賛し、その魅力と成功の源を実際の人々の生活を

観察することによって、具体的に描き出した。つまり、魅力ある大都市の町の安全と秩序と活

気とを作り出しているのは、日常生活における人びとの「歩道」の安全性に対する「信頼」、

「歩道」を基点とした様々な社会的つきあいや「接触」、それによる「子どもの同化作用J(子

どもの自由で安全な遊び場、公共的な学びの場としての歩道の効用)、そして多様性(住居、

商居、製造業、文化娯楽施設、新旧大小の建物などが小規模の中に混在していることなど)で

あることを指摘したのであるO したがって、最近の都市計画においては、外見やデザイン(画

一的な住宅、公園やショッピングセンターなどの設置)などが重視される傾向にあるが、実際

の日常生活において都市がいかに活用され、いかなる機能をもつか、そして人々の社会的習性

に焦点を置いて町作りがなされるべきだと説き、住民同士のつながりのあるコミュニティが衰

退しつつある現代アメリカ社会に警鐘を鳴らしたのであるO

(2) I第三の場」の定義

オールデンバーグは、ジエイコブズが注目した「歩道」の他に、コミュニティの安全と秩序



京都大学 生涯教育学・図書館情報学研究 vol. 9. 2010年

と活気の創出に貢献している住民の日常生活における「たまり場、お気に入りの場所」

(hangouts)がどこに、どのように形成されているのかを実際に観察し、考察を行った。そし

て、その著『偉大な良き場:カフェ、コーヒーショ yプ、書居、パ一、美容院、それにコミュ

ニティの中心となるたまり場J17)で、「第三の場」がし 1かに都市生活者の活気と潤いある日常

生活やコミュニティの安全・秩序を支え、個人的利益と社会的効用をもたらしているかを説い

たのであるO 都市生活者には「第一の場」である家庭と「第二の場」である職場の他に、「た

まり場、お気に入りの場所」つまり「第三の場」が必要であることを指摘し、街角から「第三

の場」が消失するということは、住民の健全な日常生活や地域のコミュニティそのものが衰退

することになると説いたのであるO

オールデンバーグは「第三の場」は「堅苦しくない公共的な集まりの場JCinformal public 

gathering places)であり、住民がいつでも誰でも自由に出入りでき、おもしろく陽気に会話

を楽しめる場所であると定義した。その例として、ドイツのビアガーデン、イギリスのパブ、

フランスやウィーンのカフェ、アメリカの開拓時代の居酒屋、床屋、美容院などをあげているO

オールデンバーグによると、そうした「第三の場」は、人々のストレスや孤独を癒す「安息の

場所J(haven)や「避難所J(shelter)であるばかりでなく、比類なき独自の価値と存在意義

をもっていると述べるO つまり、「第三の場」は、他のどこの場所とも違う特徴を有しており、

社会やコミュニティや個人に大きな利益と効用をもたらすのであるO まず、彼の言葉を引用し

ながら、その 8つの特徴を端的にまとめたものがあるので、以下に引用するω。

口「第三の場」の 8つの特徴

①「個人が思いのまま出入りでき、誰ももてなし役を要求されず、全員がくつろぎ、心地よく

感じる」中立地帯にある(オールデンバーグ GreatGood， 22)。

② 「一般住民がアクセス可能で、形式張った会員資格や排除の基準を設定しなしリ平等主義

にして包み込む場であるO したがって、それほど身近でも親密でもない他者と交流し合える

社会的ネットワークの拡大を促進する (24)。

③会話を主要な活動とするO オールデンバーグが説明するように、「第三の場を最も明示する

特徴は、話が楽しいとか、活気があり、生気に満ち、華やかで魅力的ということである」

(26)。さらに「他のどこよりも活気があり、束縛がゆるやかで、より熱心に追求される場で

あるJ(29)。

④アクセスしやすく、協調的であるO 最良の第三の場とは、ほとんどいつでも 1人で行ける

し、知り合いが見つかると確信できる場をいう (32)。

⑤ 「常連」や「客仲間」を持つO そして、「常連」や「客仲間」として、人を引きつけるのは、

「座席数、提供される飲み物の種類、駐車場の有無、値段など」ではなく、新参者と信頼を

育くみながら、「その場でくつろぎ、陽気な雰囲気をつくる」ことである (33-5)。

⑥建物は目立たない。「概して簡素で」、印象に残らない外観をしている O そうした建物は

「集まる人の気取りの除去に役立ち」、その利用者の日常にとけ込ませる (37)。

⑦陽気な、遊び場的な雰囲気を持続している。つまり、「真面目に1分以上話そうとする人は、
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ほとんど確実に失敗する運命にあるO すべての話題において、どの話し手も、空中ブランコ

のように機知を披露し合い、練習しあっているJ(37)。

⑧家を離れた時のもう一つの家であるO つまり、ある人が自宅や仕事場にいないときに、お

そらくその人を見つけ出すことができる場である o I家とは根本的に違う設定だが、第三の

場は、心理的な快適さや支援を与えるという点で、良い家庭と極めて似ているJ(42)。

オールデンバーグは、地元の堅実な商売をしている小さな自営業の屈がもっともこうした8

つの特徴を満たす「第三の場」として成功しうるとしているO そして、 2001年には、新しい本

を出版し川、アメリカ各地における地元密着の小さなコーヒーショップや飲食白、 書居、ガー

デニングストアなど19の実例を紹介しているO ただし、書庖やエスニックのコミュニティセン

ターの図書室などは両書で紹介されているものの、公立図書館の事例は残念ながら紹介されて

いない。その理由は、川崎が指摘するように、 「第三の場であるための条件のうち、もっとも

重要な『会話を主要な活動にする』に合致しないJ20)ということと、おそらく公立図書館が、

オールデンバーグの理想とするインフォーマルで、小さい自営業の商屈とは、かけ離れた社会的

位置づけにあるからであろう O

(3) I第三の場」の機能および効用

理想的な「第三の場」は、上述のような特徴をもつからこそ、そのメンバーやコミュニティ

に様々な効用や利益をもたらすことができるO 次に、「第三の場」を持つことの個人的利益に

ついて、オールデンバーグが論じていることを以下にまとめてみるO

口「第三の場」を持つことによる個人的利益

-社交性、会話技術の向上が図られる

様々な人々との交流を通して、社交性が育成される

・人々との交流を通して「楽しみ」が提供される

テレビやネットでなく、生身の人々の存在・会話が生み出す温かくおもしろく有益な

楽しい時間を得られる/身体的、実体的なコミュニケーションが得られる

-精神的な支えが得られる

居心地の良さ、ストレスの解消、心の慰めが得られる/帰属意識をもたらす

.目新しいことが刺激と好奇心をうむ

様々な人との接触、様々なトピックの会話によって、退屈な日常を忘れ、より大きな

世界を知ることができる

-人間性についての肯定的見方をもてる

他人との調和のとれた良い現実の関係性が持てるから、他人を信じることができる。

テレビ¥ニュースなどのマスメディア情報と孤独の中から生まれる人間不信と清疑心

が払拭されるO

・精神的強壮剤を提供する

ηο 
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「第三の場」のもつムードが人生のよろこび、精神的健康をもたらす。また、多種多

様な人々に認められ、居場所をもつことは何よりも大きな自信と活力につながるO

「第三の場」のムード:よろこび、快活、くつろぎ、快適、中立性、ユーモア、笑い、

いやし、愛情楽しい、きらめきの時間の分かちあい

表現の自由、職場や家庭からの開放、人との楽しい交流、

・友情をもたらしたり、 育んだりする → (1社会関係資本」の形成)

第三の場は帰属意識とともに、友人もセットであたえてくれるO 個人的にみつける友

人関係よりもずっと多種多様な人々と出会え、その場に行けばいつでもすぐ気楽に互

いに楽しみのためだけに会えるO また、職場の仲間と第三の場で友情を育むこともあ

る。友情は場と関係なく生まれるが、友情を育む場は必要なのである。

-仲間同士の情報交換、助け合いが得られる/共同体の生活の知恵を学べる

社会的ネットワークによる相互援助が得られる → (1社会関係資本」の形成)

・知的フォーラム(人生や哲学、政治などを自由に討議できる場)に参加できる

民主主義への主体的な参加

-個人的なオフィスとして活用できる

オールデンバーグは、こうした個人的利益、生きている楽しみと喜びと意義は歩道を散歩す

るだけで簡単に得られるべきである、それゆえ街角にはいつでも気軽にアクセスできる「第三

の場」が必要であると説いているO さらに、「第三の場」は住民に個人的な利益を提供するだ

けでなく、地域社会にも大きな利益をもたらすと述べるO 次に、オールデンバーグが説く「第

三の場」の社会的効用・機能について、以下にまとめてみるO

口「第三の場」の社会的効用・機能

-民主主義を守る政治的役割を担う

草の根民主主義には職場や家庭以外の様々な人々が集まり話し合う集会の場(フォ ー

ラム)が不可欠。

歴史的に全体主義国家、独裁国家は集会の自由を禁じてきたのであり、集会自由権は

最も生得的な基本的人権である。

情報ドーナッツによる弊害やマスメディアによるコントロール、政府や企業によるコ

ントロールに対して民主主義を守る機能を果たす。

-人々が集う習慣を維持 ・育成する → (1社会関係資本」の形成)

第三の場は近隣を結び、つける機能を果たし、民主的コミュニティの形成に不可欠であ

るO

-人々を結び、つける/色々な人々との出会いの場を提供する→ (1社会関係資本」の形成)

子どもから大人まで様々な人々が一緒に楽しく過ごせる場を提供するO

コミュニティの互助精神を育成し、居場所のない若者やお年寄りへの関心、 子育てへ

の援助、同朋への精神的・経済的支援がおこなわれるようになるO

A
斗ム
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-平等主義の実践の場を創出し、あらゆる個人を包括し支援する

肩書きや能力よりも性格や個性が重視される。本当にすぐれた人が正当に評価される

場、 中立的な場、包み込む場を提供するO

-善を促進し、統制する機関となる

第三の場の中の倫理・道徳は常連や庖主によって守られ、促進されているO

・精神的安全弁を提供する

ストレス解消や心の癒しによって人やコミュニティの活気を取り戻させる

.公的領域を保障する

市民による無意識の監視によって安全体制と地域の秩序が守られる

以上見てきたように、「第三の場」は、様々な個人的効用および社会的機能・役割を持つω

が、その中でも特に人と人との出会いの場を作り出し、人と人とのつながりを育て、互酬性と

信頼性にもとづいた「社会関係資本」の形成に貢献するという重要な働きがあるO これが、図

書館情報学研究において、「第三の場」が注目されていることの大きな理由であるO そして、

もし図書館が「第三の場」として機能できれば、「社会関係資本」および伝統的コミュニティ

構築の他に、上述の様々な個人的、社会的効用がもたされることになり、その意義はたいへん

大きいと考えられるのであるO

4. I第三の場としての図書館」についての主な研究

公立図書館と学校図書館の分野から主要な研究論文をいくつかピックアップしてレビューす

ることとしたい。

( 1 )公立図書館の主な研究文献

①分館についての研究

アメリカの政治学者ロパート・パットナムはルイス・フェルドシュタインとの共著で、 2003

年に『一緒によりよく:米国コミュニティの復元』 却を著し、「社会関係資本」の創出・育成

に成功している12の多様なケースを紹介し、コミュニティ復元の可能性を例証してみせた。そ

の事例の1っとして、シカゴの公立図書館分館を取り上げているO

ところで、パットナムは、その3年前に、現在著名となっている『孤独なボーリング:米国

コミュニティの崩壊と再生』 却(2000)を出版し、客観的な様々な統計データや多くの具体的

な事例をもとに、 1970年代からの米国の地域社会における「社会関係資本」の減退を指摘した。

パットナムによると、 「社会関係資本」とは、「個人間のつながり、すなわち社会的ネットワー

ク、およびそこから生じる互酬性と信頼性の規範」を指し示す。そもそもこの概念を最初に議

論したと言われているのは、農村学校の指導主事であったL.J.ハニファン21)であった。彼は、

学校にコミュニティが関与することの重要性を説くにあたって、 「社会関係資本」という言葉

を使ったのであるO そして、パットナムは、学校や近隣関係のみならず、経済、民主主義、さ

らには人々の健康や幸福までもが、「コミュニティの結束が弱まっている状況ではうまく機能

しなしリ、つまり「社会関係資本の十分な蓄積に依存している」ことを指摘し、社会関係資本

に
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の育成が現代アメリカ社会の緊急の課題であることを説いたのであるO また、本書の中で、ア

メリカ社会における「第三の場」の衰退にも言及しているO

さて、上掲『一緒によりよく』の第2章では、シカゴの公立図書館分館群が扱われているが、

特にニアノース分館についての事例に着目したい。それは、「外向きで、さまざまな社会的亀

裂をまたいで人々を包含する」ような「橋渡し型」社会関係資本の育成と、「内向きの指向を

持ち、排他的なアイデンティティと等質な集団を強化」していく「結束型」社会関係資本の育

成の両方に成功した貴重な事例であるO ニアノース分館は、貧富の格差のある 2つのコミュニ

ティの境界に新しく建設された。その地理的条件が有効に働き、図書館で行われる様々なコミュ

ニティ活動、ボランティア活動、学習・情報活動、そして平等で適切で幅広い図書館サービス

と快適な場を通して、隔絶された両コミュニティの住民同士の出会いと交流、そして互酬性と

信頼性に基づく社会的ネットワークを生みだした。パットナムは、その考察の中で「第三の場」

の概念を紹介し、 「オールデンバーグはその第三の場の目録に含めなかったのであるが、図書

館分館は第三の場の特徴の多くを満たしている」、たしかに、図書館分館は 「コーヒーショッ

プのような純粋な社交の場所ではないかもしれない」が、「他の第三の場のように」、「コミュ

ニティのための出会いの場」となっており、「コミュニティを映し出している」と述べた。本

書において、パットナムは、公立図書館が、「社会関係資本」の育成の場、そしてコミュニティ

の「第三の場」となる可能性を明確に例証してみせたのであるO

また、ケビン・ハリス 25)は、これからの公立図書館が、公共性(publicness)のある有効な

「第三の場」として機能すべきであると説き、その役割として、地域コミュニティの結束の促

進と社会関係資本の創出をあげ、 「地域の場としての図書館JOibraries as local places)の

重要性について論じているO 地元コミュニティに密着した図書館がそのコミュニティ住民の

「第三の場」として機能し、社会的な貢献をしていること、もしくは機能し貢献すべきである

ということは、このデジタルネットワーク社会における図書館の存在意義に関わる重要な検討

事項であると考えられるO

②中央図書館についての研究

1990年代から、大規模な公立中央図書館の建設がアメリカ北部で相次ぎ26)、研究者のみなら

ず一般の多くの人々の注目を集めた。グロリア ・レ ッキーらmは、現況における公費の減少、

情報技術の進展、情報化社会、分権経済、公共施設の民営化などの図書館への逆風を考慮する

と、公立中央図書館の果たすべき役割と機能を検討することが喫緊の課題であるとして、 1999

年、トロン卜とバンクーパーの中央図書館において大規模な調査を行った。そして、アンケー

卜調査、インタビュー調査、参与観察などのデータ結果から、両図書館が高度デジタノレ情報知

識社会において市民の情報要求を満たし、重要な情報資源として高く認識・評価されているこ

とと、両図書館が公共の場として成功していると認められていることを示した。中央図書館は

市民生活において分館とは異なる役割をもっと考えられていたが、利用者は、中央図書館にお

いて高い情報要求が満たされると同時に、コミュニティの一員であるという帰属感も得ていた

のであるO また、両図書館は、オールデンバーグの「第三の場」の規範も満たしていると述べ

円
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られているO しかし、その根拠となるデータや記述が不足している上、「第三の場」を解説す

るにあたり、「会話」を「情報交換」と言い換えたりしており、いくぶん都合よく解釈してい

るように，思えるO

このレッキーらの研究を踏まえ、カレン・フィッシャーらお)は、 2004年にシアトル公立図書

館中央館についてインタビュー調査をおこない、「第三の場」とティム・クレスウェルの「場」

を枠組みにデータ結果を検証した。フィッシャーらは、オールデンバーグの言に忠実に則して、

「第三の場」の8つの特徴を紹介し、厳密に調査結果と照合した。その結果、8つの特徴。節

(2) ， 4ページ参照)の内、①②⑧については完全に適用できたが、③④⑤⑥⑦については全

くもしくは部分的にしか適用されなかったと述べているO すなわち、会話は同館の中心的活動

ではない、建物の規模が大きいため知り合いはほぼみつからない、まじめな雰囲気が支配して

いる、目立つ建物であるなどが、「第三の場」の特徴に当てはまらないと説明しているO ただ

し、この調査では、図書館のプログラム室で、の活動についての考察が入っていない。パメラ・

マッケンジーら制l土、カナダ公立図書館分館のプログラム室での女性の編み物グループ、およ

び乳幼児のためのお話会を観察に基づいて考察し、参加者らが公共スペースを私的スペースに

変えて利用していることを明らかにしているO そして、その私的スペースは、「第三の場」に

ほぼ該当すると述べているO マッケンジーらは、こう述べている則。

公立図書館を 1つの種類のスペースとは把握できなl'oむしろ多様な関係を支援し、多様

な領域を用意する場所と理解すべきであるO ・・・ギヴンとレッキ一日は、「静かなスペー

スとしての図書館」と対比して「相互作用としての図書館」を認めることが重要であると

考えた。それをさらに発展させて、図書館利用者の問、利用者と職員との問、利用者と図

書館スペースとの間の関係に注目することで、図書館利用と情報実践とをまったく新しい

方法で再概念化できると提案したい。

公立図書館には、学習室、閲覧室、児童室、情報検索コーナ一、プログラム室、ホール、レ

ファレンスコーナ一、カウンタ一、書架スペースなど多様なスペースがあり、多様な人々のニー

ズへの対応が行われているO そして、各スペースを利用する人々の聞に、その物理的な場が接

触や交流をもたらし、社会的なつながりが創出され、育まれていると思われるO 学習や研究活

動が主体とされる中央図書館においても、プログラム室や多目的スペースなどにおいては多様

な活動が行われており、社会的、私的スペースとして「第三の場」が生み出されている可能性

は高く、これからのさらなる研究が期待されるO

( 2 )学校図書館についての主な研究

アドリアナ・エステイル却は、アメリカの高校生たちが主人公のテレビドラマを取り上げて、

高校の学校図書館がどのように主人公の生徒たちに多様に利用されているかを分析している。

主人公は友人たちとその学校図書館をほぼ専有し、司書や友達とともに、貴重な古書やインター

ネットを駆使して様々な問題を解決していくというストーリーであるO 本論の最も重要と思わ
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れる分析結果は、「図書館という場が利用する登場人物によって活かされ、社会的に生産され

るとともに、登場人物の実践に支配的な影響を与えている点にある」 却。ガラ空きだった図書

館は、主人公らに利用されることによって、あらたな場=I第三の場」として生まれ変わった

のであるO つまり、学校図書館は、「第三の場」を創出し、「結束型」の社会的資本を育成する

力を有しているのであるO さらに、著者は考察を進めて、社会関係資本および「第三の場」に

おける結束性、包括性のよい面ばかりでなく、裏面の私物化、排除、統制などとの 2項対立の

関係についても論じているO しかし、ドラマの中で、もう一つ実質的に生徒の「第三の場」と

なっていたクラブが、「橋渡し型」社会関係資本として、学校図書館と様々な面白い対比を見

せていたことの指摘があまりなかったことは残念であるO また、対象が実際の学校図書館では

なく、テレビの中のイメージ的な学校図書館であるため、純粋な実証的研究ではない。

ポーラ・ブレンへーガ _ 31)は、アメリカのオハイオ州にあるコールレイン高校の学校図書館

が多様な生徒が集い、笑いと温かさに満ちた「第三の場」となっていることを報告しているO

10代の生徒たちは友人たちとの社交の場や大人との接触を強く求めているが、そうした物理的

な場が現代社会では減少しているために、安全で質の高い「第三の場」を学校図書館や公共図

書館が提供することは、デジタル社会に生きる生徒の健全な心身の発育や社会I1生の発達にとっ

て非常に重要であり、また地域コミュニティの健全性にとっても必要であると論じているO た

だし、これは短い報告であり、フィールドワークやインタビューなどの調査に基づいた研究で

はない。

5.最後に

オールデンバーグの「第三の場」の概念、および公立図書館と学校図書館について「第三の

場」を用いて考察した主要な論文をいくつか紹介した。その他にも大学図書館に関して「第三

の場」から検討した実証的な研究もあるO 例えば、リサ・ワックスマンら35)は、アンケートと

フィールドワークによって、大学生たちの好む「第三の場」について調査した。その結果、大

学生は大学の外にあるコーヒーショップやレストランを「第三の場」として好み、そこでの社

交と心身の回復・リラックスを求めていることがわかった。その調査結果をもとに大学図書館

のコーヒーショップを、多くの学生たちを引きつけるような居心地良く魅力的な「第三の場」

にする具体的なプランを提案しているO また、歴史的研究としては、アダム・アレンソン紛が、

19世紀ソーシャルライブラリが、田舎から都会に出てきて働く孤独な若者たちの「第三の場」

としても機能を果たそうとしていたことを明らかにしているO カレン・ローソン37)は、 20世紀

において公立図書館や大学図書館、学校図書館などが、それぞれのコミュニティの「第三の場」

であったと論じているO ローソンによると、図書館は、そのコミュニティの成員に差別無く情

報へのアクセス、サービス、安全な環境とともに、人間的接触と社会的経験とを提供していた

のであるO そして、その伝統的な経験を生かして、これからの図書館がバーチャルな「第三の

場」を提供するようなより良いオンライン・サービスを構築することを提案しているO また、

「第三の場」という言葉は使っていないが、図書館を「出会いの場JI社会関係資本形成の場」

として分析した研究など38)もある O

。。
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今年度 (2009年度)のIFLA(国際図書館連盟)では、本会議に先立ち、サテライト会議

「場とスペースとしての図書館」制が聞かれた。そこでは、 「第三の場」をテーマとして様々な

報告がなされ、図書館をいかに魅力的な「第三の場」にするかについて世界各国からの参加者

が討議をおこなった。「第三の場」はもともとアメリカ都市研究の中から生まれた概念である

が、今や世界中の図書館情報学研究者が、図書館の場とスペースについて考察する際の重要な

概念的枠組みのーっとして関心を寄せている。

現在、デジタル高度情報化社会の進展、地域コミュニティの衰退の中で、人々が集まり、互

いの顔を見合つで情報交換し、交流しあえる場が必要とされているO 公立図書館は、利用者の

多様な学習・情報要求にこたえ、文化・情報を保存し現在・未来に伝える場であることが基本

的な存在意義であるが、ハニファンが指摘した学校のように、図書館も社会関係資本の蓄積が

あってこそ、その本来の機能と役割を十分に発揮できると考えられるO 図書館が、利用者やコ

ミュニティの「第三の場」となること、もしくはそのスペースや機能があるということは、社

会関係資本の育成につながる。それは、利用者の日常生活の豊かな営みやコミュニティの紐帯

を支えることになるとともに、図書館の基本的な存在意義を支えることにもなるのであり、非

常に重要な検討課題であると筆者は考えるのであるO
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